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歳入・歳出 92億4500万円

賛成多数で可決一般会計 10人
３人

賛成
反対

令和７年度
当初予算

３月定例議会報告

　令和7年3月定例議会は、３月３日（月）から21日（金）までの19日
間開催された。令和7年度一般会計、特別会計、条例の制定及び改正、
令和６年度一般会計、特別会計の補正予算等、最終日に保育所用地取
得及び人事案件等の追加議案を含む28議案、陳情２件、議員発議案２
件が審議され、いずれも可決された。

３月
定例議会

討
論

反対
・総額で18億円を超す統合保育所で、93％
　が起債（借金）で、起債総額16億円を超
　えるものであり、他に例を見ない予算であ
　る。７割が地方交付税で措置されるとの町
　の説明だが、保証されるのか疑問ある。保
　育園は必要だが、他に考えられないような
　大きな施設を建てることは見直すべきだ。
・地方創生2.0の中身が明らかでない。過去
　の地方創生の取り組み、創生交付金の使い
　方がどうだったのか検証もなく推進するの
　は間違っている。住民の暮らしを犠牲にし
　て建物に重きをおくようなやり方には修正
　が必要であると思い反対する。

賛成
・統合保育所ついて、確かに金額は大きいが、
　人件費や建築資材費の高騰でやむを得ない状
　況である。10年、20年先を見据えた本年度
　予算である。子ども達が環境の良い場所で、
　安全で保護者の方が安心できる保育園を早く
　建てていただきたい。
・これまで地方創生で活動している、ＪＯＣＡ
　南部、なんぶ里山デザイン機構、スポｎｅｔ
　なんぶ、それぞれが町の活性化に寄与し、成
　果も上がっている。検証するまでもなく現状
　として十分やっていただいていると思い賛成
　する。

歳入

町税
9億8852万円
10.7％

21.3%
19億267万円

繰入金
5億4413万円

5.9％

諸収入
6938万円 0.8％

地方交付税
39億2600万円

42.5％

県支出金
7億1729万円

7.7％

国庫支出金
9億3859万円
10.1％

町債
13億6110万円

14.7％
分担金及び負担金
7054万円 0.8％

自主財源
その他
1億8010万円
2.6％

依存財源その他
3億9930万円 3.7％

自主
財源

78.7%

依存財源

歳出
民生費

40億1046万円
43.4％

総務費
17億4102万円

18.8％

公債費
6億3954万円

6.9％

衛生費
8億9414万円

9.7％

教育費
6億9512万円

7.5％

土木費
5億1119万円

5.5％
農林水産業費
5億7812万円

6.3％

議会費　 9103万円 1.0％
消防費　 3455万円 0.4％
商工費　 3455万円 0.4％
災害復旧費181万円 0.0％

73億4228万円

令和７年度一般会計予算の採決結果（○賛成 ×反対）

（対前年比13.4％の増）

令和７年度一般会計歳入歳出予算の賛否

×

○○○○○○○○

×

○

×

○令和７年度一般会計予算
議員名（議席番号順）

スポnetなんぶ 統合保育所外観予想図（南面）いちごハウス太陽光発電

秋田  井原  﨏田  加藤  荊尾  滝山  米澤  長束  白川  三鴨  仲田  板井  真壁
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（総事業費 18億1608万円）

合併当初の人口１万２300人から現在
１万人余りへと減少している。若者から
高齢者までの世代が支えあいながら自分
らしく人生が謳歌できる社会を目指す。

自主財源
21.3％

依存財源
78.7％

統合保育所整備事業
12億8603万円

例年ながら町税他自主財源が乏
しく、厳しい中での予算である。

「なんぶ創生2.0」新年度予算
繰越金
5000万円 0.5％

一般会計の状況

＜主な事業＞
……………6950万円

…1597万円

…………3642万円

………………860万円

…1807万円

……………………8158万円

…………………1502万円

……………1602万円

………………8618万円

〇二酸化炭素排出実質
　ゼロ宣言推進事業

〇震災に強いまちづくり促進事業

〇まちづくり会社支援事業

〇多文化共生推進事業

〇みんなで創る共生社会実現事業

〇予防接種事業

〇不登校対策事業

〇部活動指導支援事業

〇果樹生産振興事業
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水道事業会計

３月定例議会報告３月定例議会報告（条例一部改正・特別会計補正他）

賛成多数で可決全員一致で可決

反対 水道料金は公共料金であり、
特に多くの町民が利用してい

る。物価高騰で苦しい時こそ料金を下げる
べきである。

賛成 令和５、６年度に基本料金の減
免を行った。光熱水費の高騰

するなか、最終損益で580万円の黒字を見
込み、努力がうかがえる。

討
論

病院事業会計予算

特別・事業会計予算の採決結果（〇賛成 ×反対）

統合保育所建設調査特別委員会報告

賛成多数で可決

反対 病院事業収益で医業
外収益、他会計補助

金を増やすべきというのが理由で
ある。人件費や物価高騰で病院経
営も大変厳しい状況である。本予
算では、病院に対する交付税措置
分が前年度から一億円強が減額さ
れている。更に病院経営も大変に
なると思い反対する。

賛成 病院の現状は、医師
不足や患者数の減少

で経営は大変であると思ってい
る。地域医療の核である西伯病
院を守るため、地域一体となっ
て活動する必要がある。補助金
の減額については補正で対応す
ることの明言があったので賛成
する。

討
論

国民健康保険事業特別会計予算 賛成多数で可決

反対 大前提として、高い国保税を下げ
るべきである。国は各県で国保税

の統一を図ろうとしている。小さな鳥取県は鳥
取市、米子市の医療費の影響を町村が受けるこ
ととなる。公共料金の引き下げの観点から、一
番負担の大きい国保税も引き下げを求め反対する。

賛成 国保加入者は高齢者が多く、医療費が高
騰している。町はフレイル予防、100歳

体操等で元気な生活習慣の維持に取り組んでいる。国
保税の県下統一については、医療費高騰を抑える施策
であり賛成する。

討
論

後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数で可決

反対 年金生活者は年金が上がらなくて
生活が大変である。制度そのもの

が75歳以上の方に線を引いて、医療サービスに
差をつけている。保険料を下げ、医療の保証、
体制とお金を社会保障に充てるべきであると思
い反対する。

賛成 高齢化が2025年をピークに医療費が
増加している。持続可能な社会保障と

するための制度である。負担軽減策として、５割、
２割軽減もあり、年金生活者に対する施策もある。
物価高騰で生活は苦しい状況であることは承知して
いるが、町民皆様に理解いただき賛成とする。

討
論
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国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
水道事業会計
下水道事業会計
病院事業会計

会計名／議員名（議席番号順） 真
壁

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

米
澤

滝
山

荊
尾

加
藤

﨏
田

井
原

秋
田

本年度予算
（万円）

前年度予算
（万円）

140,560
22,490
23,121
43,650
256,743

132,640
21,750
21,607
41,575
245,320

墓苑事業特別会計
太陽光発電事業特別会計
在宅生活支援事業会計

会計名 本年度予算
（万円）

前年度予算
（万円）

197
7,110
45,327

196
7,140
47,227

特別･事業会計予算全員一致で可決条例の一部改正
７件の条例の改正について提案された。特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部改正に反対があったが賛成多数で可決され、他６件の議案について
は全員一致で可決された。

全員一致で可決補正予算
令和6年度一般会計及び国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療特別会計、太陽
光発電事業特別会計、病院事業会計それぞれ補正予算が提案された。いずれも決算に
基づいた補正であり、全員一致で可決された。

陳情結果
案　件　名陳情 提出者

第１号

可　否

不採択鳥取県労連組合総連合
西部労働組合連合

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」
の採択を求める陳情書

第12号
鳥取県教職員組合
西部支部

「持続可能な学校の実現を目指す」実行性のある学校の働き
方改革、長時間労働是正を求める意見書採択の陳情について 採　択

反対 ・地理的な経済状況や生活環境が
違うので、賃金を全国一律にする

には無理がある。・賃金が上がれば、物価も連
動し経済が不安定になりかねない。・最低賃金
は経済の動向をもとに国、各県で審議会を持ち
決定されている。

賛成 ・最低賃金を上げないと物価高騰の中
で苦しい人を助けられない。

・中小企業に対し国の責任で対処すべきである。
・東京一極集中の解消には賃金の一律化は必要だ。

討
論

○

××××××××

○

×

○

×

陳情１号
議員名（議席番号順） 秋田  井原  﨏田  加藤  荊尾  滝山  米澤  長束  白川  三鴨  仲田  板井  真壁

町内、全集落へ
お邪魔します
町内、全集落へ
お邪魔します

議会では全集落を対象とする「住民の声をきく会」を計画しました。少子
高齢化・人口減少に起因する地域課題等について、また、議員のなり手不
足についてもご意見をお聞きし、よりよい南部町を目指したいと考えてい
ます。開催期間は令和７年度～８年度の２か年で実施したいと思います。
開催時期につきましては、各集落と直接ご相談させていただきます。よろ
しくお願いいたします。

委員長　瀧山克己

議会改革調査特別委員会報告 委員長　長束博信

＜調査及び研究事項＞
・統合保育所建設事業に関すること。
・統合保育所の管理計画、運営計画に関すること。

令和６年12月定例議会で統合保育所建設調査特別委員会を
設置しました。

4月4日にハザードマップに基づく安全
性等について現地調査を行いました
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一般質問

が
ん
検
診

Ｑ 

す
い
臓
が
ん
検
診
を
求
め
る

Ａ 

受
診
勧
奨
で
が
ん
に
負
け
る
こ
と
の
な
い
社
会
を
目
指
す

加
齢
性
難
聴

Ｑ 

体
制
整
備
を
求
め
る

Ａ 

現
状
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

秋田佐紀子 議員
あきた さ 　き 　こ

西伯病院検診センター

西伯病院耳鼻咽喉科

す
い
臓
が
ん
に
罹
患
す
る
方
が

増
え
て
い
る
。
本
町
の
状
況
と

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
す
い
臓
が
ん
に
対
し
て
尾
道
方
式

(

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
血
液
検
査
と
腹

部
超
音
波
エ
コ
ー
で
の
検
診)

が
あ
る

が
、
本
町
で
の
取
り
組
み
を
問
う
。

本
町
の
が
ん
検
診
で
は
す
い
臓

が
ん
対
策
の
が
ん
検
診
は
行
っ

て
い
な
い
。
本
町
で
も
尾
道
方
式
を
検

討
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
単
純
に
血
液

検
査
の
項
目
を
追
加
す
る
だ
け
で
は
か

な
わ
ず
、
適
切
な
腹
部
超
音
波
検
査
が

必
須
と
い
う
こ
と
も
あ
り
断
念
し
た
。

本
町
で
も
が
ん
が
死
亡
原
因
の
１
番
で

あ
る
。
す
い
臓
が
ん
を
含
め
す
べ
て
の

が
ん
に
対
す
る
状
況
の
改
善
に
向
け
、

地
区
担
当
保
健
師
の
き
め
細
や
か
な
受

診
勧
奨
を
進
め
て
い
る
。
多
く
の
町
民

に
、
す
い
臓
が
ん
を
含
め
た
が
ん
に
対

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
、
が
ん
を
知
り
、
が
ん
と
向
き
合

い
、
が
ん
に
負
け
る
こ
と
の
な
い
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

加
齢
性
難
聴
の
方
が
窓
口
で
相

談
さ
れ
る
と
き
聴
こ
え
に
く
い

と
い
っ
た
困
り
ご
と
が
今
後
増
え
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
の
設
置
の
考
え
は
な
い
か
問
う
。

　
補
聴
器
を
適
切
に
使
え
る
体
制(

境

港
市
の
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
「
聴
こ
え

の
相
談
会
」
な
ど)

を
整
備
し
、
購
入

費
用
の
助
成
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

な
い
か
問
う
。

本
町
で
は
、
聴
こ
え
に
く
い
方

に
対
し
て
は
職
員
が
近
く
で
お

話
を
う
か
が
っ
た
り
、
筆
談
な
ど
で
対

応
し
て
い
る
。
今
回
各
課
で
行
っ
て
い

る
窓
口
対
応
に
つ
い
て
振
り
返
る
機
会

を
い
た
だ
い
た
の
で
、
相
談
し
や
す
い

体
制
を
作
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
補
聴
器
を
適
切
に
使
え
る
体
制
に
つ

い
て
は
西
伯
病
院
の
耳
鼻
咽
喉
科
外
来

を
月
に
２
回
開
設
し
て
い
る
。
聴
こ
え

の
相
談
会
に
つ
い
て
は
西
伯
病
院
の
言

語
聴
覚
士
等
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
検

討
を
始
め
た
い
。
購
入
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象

に
し
た
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

秋
田

町
長

秋
田

町
長

令和７年３月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項

1

2
3

4

5

6

7

8

9

30

30
30

30

30

30

30

30

30

1
2
1
1
1
2
1
2
1
2
1
1
2
1

議 員 名 発言時間（分）

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

がん検診
加齢性難聴
PFAS（有機フッ素化合物）
高齢者社会の対応
サイレン放送
人口減少対策 
農地の貸借の実態と今後の農地維持の課題
統合保育所計画
会見地区のデイサービス
農業者支援
NCR（ナショナルサイクルルート）
統合保育所整備事業 
民間移管、無償貸与
農業対策及び農家支援

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

秋田佐紀子

米澤　睦雄
三鴨　義文

板井　　隆

井原　啓明

加藤　　学

仲田　司朗

真壁　容子

荊尾　芳之

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

１月

月

金

日

水

木

木
火
水

６

10

12

15

16

23
28
29

日 曜日 会議･行事

学童保育での「保育に欠ける」事項の見直しを求める意見書ほか
手交
令和7年度町政に対する要望会
南部町消防出初式
南部町二十歳の集い
南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会　臨時会
広報常任委員会②
南部箕蚊屋広域連合議会　臨時会
議会全員協議会
議会改革調査特別委員会①
広報常任委員会③
広報常任委員会④
鳥取県町村議会議長会　役員会

３月

月

火
水
木

金

月

火

水
木
金
月

火

水

金
木

3

4
5
6

7

10

11

12
13
14
17

18

19

21
27

日 曜日 会議･行事

議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
議会改革調査特別委員会②
常任委員会
常任委員会
常任委員会
町立中学校卒業式
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
議会全員協議会
広報常任委員会①
町立小学校卒業式
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
統合保育所建設調査特別委員会③

議会活動日誌

２月

土
月

月

水

金

月

火
水
金

1
3

10

12

14

17

18
19
21

日 曜日 会議･行事
南部町人権・同和教育研究集会
南部箕蚊屋広域連合議会　議会運営委員会
中国横断新幹線（伯備新幹線）整備推進会議　研修会
議会運営委員会
議会全員協議会
統合保育所建設調査特別委員会①
後期高齢者医療広域連合議会　定例会
南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会　定例会
令和7年度町政要望に対する回答会
統合保育所建設調査特別委員会②
南部箕蚊屋広域連合議会　定例会
鳥取県町村議会議長会　定期総会・自治功労者表彰式
西部広域行政管理組合議会　定例会

動画が見られます

２月

土
月

月

水

金

月

火
水
金

1
3

10

12

14

17

18
19
21

日 曜日 会議･行事
南部町人権・同和教育研究集会
南部箕蚊屋広域連合議会　議会運営委員会
中国横断新幹線（伯備新幹線）整備推進会議　研修会
議会運営委員会
議会全員協議会
統合保育所建設調査特別委員会①
後期高齢者医療広域連合議会　定例会
南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会　定例会
令和7年度町政要望に対する回答会
統合保育所建設調査特別委員会②
南部箕蚊屋広域連合議会　定例会
鳥取県町村議会議長会　定期総会・自治功労者表彰式
西部広域行政管理組合議会　定例会
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一般質問

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）

Ｑ 

国
に
ど
ん
ど
ん
言
っ
て
も
ら
い
た
い

Ａ 
話
を
し
て
い
き
た
い

米澤睦雄 議員
よねざわ むつお

近
年
、
川
や
地
下
水
、
水
道

水
、
さ
ら
に
は
人
の
血
液
な
ど

か
ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
化
学
物
質

が
検
出
さ
れ
、
健
康
へ
の
懸
念
が
広

が
っ
て
い
る
。
岡
山
県
吉
備
中
央
町
で

は
、
一
部
の
浄
水
場
か
ら
高
濃
度
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
、
全
国
初
と
な
る

公
費
に
よ
る
血
液
検
査
が
実
施
さ
れ
、

血
液
検
査
の
結
果
を
公
表
し
た
。
結
果

は
、
米
国
の
学
術
機
関
が
示
す
７
種
類

の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
合
計
が
血
液
中
で
１
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
20
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を

超
え
る
と
健
康
上
の
リ
ス
ク
が
増
す
と

の
見
解
を
大
き
く
超
え
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
県
内
で
も
米
子
市
淀
江

町
の
西
尾
原
水
源
地
で
昨
年
６
月
に
１

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
14
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
大

山
町
の
鈑
戸
公
民
館
で
は
、
一
昨
年
12

月
に
11
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
検
出
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
国
の
暫
定
目
標
値
１

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
下

回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
飲
料
水
の
基

準
は
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
２
種
類

に
つ
い
て
各
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
４
ナ

ノ
グ
ラ
ム
、
ド
イ
ツ
は
４
種
類
の
合
計

で
20
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
我
が
国
の
暫
定
目

標
値
と
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

町
で
は
、
水
道
水
、
河
川
、
地

下
水
、
た
め
池
な
ど
ど
こ
ま
で

検
査
を
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
検
査
の

結
果
に
つ
い
て
問
う
。

町
が
管
理
す
る
水
道
水
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
検
査
に

つ
い
て
は
、
町
内
全
て
の
給
水
区
域
と

な
る
14
か
所
の
水
道
蛇
口
か
ら
採
水
し

検
査
を
行
っ
た
。
結
果
は
、
水
道
水
か

ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
検
出
は

な
か
っ
た
。
安
全
が
確
認
で
き
た
の

で
、
原
水
と
な
る
河
川
や
井
戸
、
た
め

池
な
ど
の
検
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

町
は
我
が
国
の
遅
い
対
応
に
対

し
て
、
予
防
原
則
と
し
て
、
独

自
の
対
応
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

現
時
点
で
、
本
町
の
水
道
水
か

ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
検
出
さ
れ
て
お

ら
ず
、
独
自
の
対
応
は
考
え
て
い
な

い
。
必
要
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
情
報
収
集
を
行
い
、
国
の
適
切

な
対
応
を
求
め
て
い
き
た
い
。

今
、
14
か
所
か
ら
採
水
し
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
町
は
水
道
だ

け
で
は
な
い
。
あ
る
地
区
は
井
戸
を

使
っ
て
い
る
。
そ
の
井
戸
水
は
検
査
を

し
て
い
る
か
。

検
査
は
し
て
い
な
い
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
水

道
水
を
使
わ
ず
、
井
戸
水
を

使
っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
。
検
査
を

す
る
な
ら
、
そ
こ
ま
で
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

政
策
上
、
水
道
を
供
給
し
て
い

な
い
地
区
に
は
、
民
間
へ
の
検

査
の
補
助
と
い
う
こ
と
を
前
向
き
に
考

え
て
い
き
た
い
。

先
ほ
ど
か
ら
町
長
も
、
周
り
の

町
村
と
国
の
出
方
を
待
ち
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
県
か
ら
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
国
に
ど
ん
ど
ん
言
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

全
国
の
皆
さ
ん
と
の
会
合
も
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
こ
の
地
域

選
出
の
国
会
議
員
も
含
め
て
話
を
し
て

い
き
た
い
。

背
景

米
澤

米
澤

米
澤

米
澤

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

高
齢
者
社
会
の
対
応

Ｑ 

町
営
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
利
便
性
向
上
は

Ａ 

軽
自
動
車
の
導
入
で
身
近
な
場
所
ま
で
送
迎
が
可
能
に

三鴨義文 議員
みかも よしふみ

導入されたＥＶ軽自動車

ふれあいバスの予約方法

２
月
か
ら
Ｅ
Ｖ
軽
自
動
車
２
台

が
導
入
さ
れ
た
が
、
目
的
と
効

果
を
問
う
。

①
車
両
の
小
型
化
に
よ
っ
て
ほ

と
ん
ど
の
路
地
ま
で
入
っ
て
い

け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
乗
降

ポ
イ
ン
ト
が
増
え
、
身
近
な
場
所
ま
で

送
迎
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
②
「
一
人
で
乗
車
す
る
の
に
、
大
き

な
車
で
迎
え
に
来
て
も
ら
う
の
は
悪
い

気
が
し
て
お
願
い
し
づ
ら
い
」
こ
う
し

た
利
用
者
の
心
理
的
負
担
が
軽
減
さ
れ

た
。

　
③
南
部
町
は
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭

素
ゼ
ロ
宣
言
を
し
て
い
る
中
、
Ｅ
Ｖ
軽

自
動
車
の
導
入
で
環
境
配
慮
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
。

今
後
も
乗
降
ポ
イ
ン
ト
を
増
や

し
て
い
く
と
の
事
だ
が
、
新
し

い
場
所
は
、
ど
う
し
た
ら
新
設
で
き
る

の
か
。

地
域
振
興
協
議
会
に
希
望
調
査

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
現
地
確
認

の
う
え
34
ヶ
所
を
増
設
し
て
き
た
。
今

後
さ
ら
に
新
設
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
振

興
協
議
会
を
通
じ
て
集
落
の
希
望
を
聞

い
て
増
設
し
て
い
き
た
い
。

私
も
初
め
て
予
約
し
て
、
Ｅ
Ｖ

軽
自
動
車
に
乗
っ
て
み
た
が
、

一
回
体
験
し
て
み
る
と
便
利
さ
が
実
感

で
き
た
。
利
用
者
側
の
関
門
は
、
初
め

て
電
話
予
約
を
す
る
時
の
不
安
感
だ
と

思
う
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
利
用
で
き

る
こ
と
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

Ｅ
Ｖ
軽
自
動
車
を
導
入
し
て
か

ら
、
多
く
の
方
に
新
た
な
ご
利

用
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
バ
ス
事

業
者
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　
今
後
は
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
町
営
バ

ス
を
利
用
し
て
参
加
さ
れ
た
方
に
特
典

を
用
意
す
る
と
か
、
利
用
促
進
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

三
鴨

町
長

三
鴨

三
鴨

町
長

町
長

動画が見られます動画が見られます

米
澤

ＰＦＡＳって何？
有機フッ素化合物の総称。

自然界では分解されず生物の体内

に蓄積しやすいとされています。
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一般質問

サ
イ
レ
ン
放
送

Ｑ 

サ
イ
レ
ン
放
送
の
継
続
を
求
め
る

Ａ 
停
止
に
住
民
皆
さ
ま
の
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

人
口
減
少
対
策

Ｑ 

若
年
女
性
（
20
歳
か
ら
39
歳
）
の
減
少
対
策
は

Ａ 

地
域
で
気
楽
に
集
ま
り
、
意
見
交
換
が
で
き
る
場
の
提
供

板井　隆 議員
いたい  たかし

天萬庁舎モーター式サイレン

南砺市立家庭・地域医療センター小児科統合保育所建設予定地

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
サ
イ

レ
ン
放
送
の
停
止
を
検
討
し
て

い
る
と
い
う
広
報
が
あ
っ
た
。
そ
の
経

過
を
問
う
。

時
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
と
し

て
、
特
に
農
業
従
事
者
に
と
っ

て
は
生
活
に
根
づ
い
た
放
送
で
あ
っ

た
。
時
代
と
共
に
生
活
環
境
も
変
化

し
、
サ
イ
レ
ン
音
に
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
、
外
部
の
方
は
災
害
と
勘
違
い
す
る

等
、
課
題
も
あ
っ
た
。

一
部
の
町
民
か
ら
の
サ
イ
レ
ン

を
続
け
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に

対
す
る
町
長
の
見
解
を
求
め
る
。

賛
否
両
論
あ
る
が
、
防
災
行
政

無
線
の
定
時
音
楽
放
送
は
継
続

す
る
。
野
外
活
動
や
農
作
業
時
間
の
尺

度
と
し
て
活
用
い
た
だ
き
、
住
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
サ
イ
レ
ン
中
止
に
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。

令
和
６
年
人
口
戦
略
会
議
の
公

表
結
果
に
よ
れ
ば
、
南
部
町
の

場
合
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
脱
却

し
た
。
し
か
し
、
今
後
の
課
題
は
、
若

年
女
性
の
減
少
率
が
高
く
、
社
会
減
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
果
で
あ
っ

た
。
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
問

う
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
、
空
き
家

を
利
用
し
た
移
住
定
住
施
策
が

功
を
奏
し
た
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
人
口

減
少
対
策
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
粘
り

強
く
行
い
た
い
。

若
年
女
性
の
流
失
防
止
と
流
入

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

集
落
で
の
暮
ら
し
づ
ら
さ
を
感

じ
て
い
る
と
の
声
を
聞
く
。
若

者
が
気
楽
に
集
ま
っ
て
意
見
交
換
が
で

き
る
場
を
設
け
、
今
後
の
施
策
に
結
び

付
け
た
い
。
　

石
川
県
南
砺
市
で
は
、
様
々
な

人
口
対
策
を
講
じ
て
い
た
。
わ

が
町
の
施
策
に
反
映
す
る
考
え
が
な
い

か
問
う
。南

砺
市
長
と
は
付
き
合
い
が
あ

り
、
日
ご
ろ
か
ら
熱
意
と
情
熱

に
敬
服
し
て
い
る
。
見
習
う
と
こ
ろ
は

施
策
と
し
て
反
映
し
た
い
。

板
井

板
井

町
長

町
長

板
井

町
長

板
井

町
長

板
井

町
長

動画が見られます

農
地
の
貸
借
の
実
態
と
今
後
の
農
地
維
持
の
課
題

Ｑ 

農
地
使
用
貸
借
の
増
加
と
中
間
管
理
機
構
の
役
割
は

Ａ 

貸
し
手
借
り
手
の
話
し
合
い
合
意
が
基
本

統
合
保
育
所
計
画

Ｑ 

建
設
予
定
地
の
危
険
性
は

Ａ 

危
険
性
の
無
い
こ
と
確
認
し
て
い
る

井原啓明 議員
いはら ひろあき

町
に
対
し
貸
し
手
借
り
手
か
ら

貸
借
契
約
の
相
談
が
あ
っ
た
と

思
う
が
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

農
業
委
員
会
の
農
地
適
正
化
推

進
員
が
聞
き
取
り
実
施
、
そ
の

後
中
間
管
理
機
構
、
町
農
業
委
員
会
合

同
で
聞
き
取
り
を
行
っ
た
が
賃
貸
契
約

更
新
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

中
間
管
理
機
構
が
貸
し
借
り
の

調
整
役
を
果
た
す
べ
き
で
は
。

賃
料
等
に
つ
い
て
町
や
中
間
管

理
機
構
が
水
準
を
示
す
こ
と
は

出
来
な
い
、
貸
し
手
借
り
手
で
協
議
、

合
意
願
い
た
い
。

貸
し
手
農
家
は
必
要
経
費
（
固

定
資
産
税
等
）
が
あ
り
、
使
用

貸
借
で
は
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
要
因

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

現
状
で
は
固
定
資
産
税
、
水
利

費
等
の
負
担
軽
減
と
い
っ
た
観

点
で
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。
多
様

な
担
い
手
支
援
を
継
続
、
担
い
手
確

保
、
育
成
に
取
り
組
む
。

予
定
地
は
山
の
す
ぐ
そ
ば
で
あ

り
、
民
家
も
道
路
も
無
い
。
野

生
動
物
の
獣
害
が
想
定
さ
れ
な
い
か
。

敷
地
は
フ
ェ
ン
ス
で
囲
み
野
生

動
物
は
も
と
よ
り
部
外
者
も
簡

単
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

予
定
地
の
東
側
は
土
砂
災
害
警

戒
区
域
で
あ
り
危
険
で
は
。

造
成
工
事
に
伴
う
測
量
設
計
の

際
に
土
砂
災
害
危
険
度
及
び
渓

流
調
査
も
実
施
し
、
危
険
性
の
無
い
こ

と
確
認
し
て
い
る
。

予
定
地
の
上
手
に
は
大
小
３
つ

の
た
め
池
が
あ
り
、
局
地
的
豪

雨
が
あ
っ
た
場
合
大
災
害
と
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
の
で
は
。

福
里
上
池
に
つ
い
て
は
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
結
果
た

め
池
の
位
置
は
谷
が
違
う
こ
と
も
あ
り
、

影
響
は
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

た
め
池
の
管
理
体
制
は
。

町
全
体
と
し
て
た
め
池
監
視
カ

メ
ラ
も
進
め
て
い
る
。
予
定
地

は
水
の
影
響
は
無
い
の
で
管
理
責
任
を

町
が
取
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。

井
原

町
長

井
原

町
長

井
原

町
長

井
原

町
長

井
原

町
長

井
原

町
長

井
原

町
長

動画が見られます

な
ん
と
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Ｎ
Ｃ
Ｒ（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
）

Ｑ 

自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策
定
は

Ａ 

メ
リ
ッ
ト
等
を
考
え
検
討
す
る

仲田司朗 議員
なかた しろう

花回廊flowerライドイベントの様子

Ｎ
Ｃ
Ｒ
は
自
転
車
活
用
推
進
法

に
基
づ
き
、
日
本
を
代
表
し
世

界
に
誇
り
得
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル―

ト

に
つ
い
て
、
国
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た

め
に
国
が
制
定
す
る
も
の
。
鳥
取
県
は

「
鳥
取
う
み
な
み
ロ
ー
ド
」
の
指
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
内
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
方
法
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
対
す
る
サ
イ

ク
リ
ン
グ
環
境
の
Ｐ
Ｒ
が
あ

る
。
当
町
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
適
し

た
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
そ
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
も
、
町
独
自
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
町
内
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
知
っ
て
も
ら
い
、

魅
力
を
体
感
す
る
機
会
を
提
供
し
て
き

た
。

町
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
の
整

備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
観
光
協
会
で
は
、
観
光
客
に

自
転
車
で
町
内
を
周
遊
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
自
転
車
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
バ
イ
ク
ラ
ッ
ク
の
設
置
、
空
気

入
れ
、
パ
ン
ク
修
理
工
具
の
貸
し
出

し
、
ト
イ
レ
の
提
供
等
を
行
っ
て
い

る
。

南
部
町
を
「
鳥
取
う
み
な
み

ロ
ー
ド
」
と
接
続
す
る
こ
と
を

視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。町

内
を
走
る
全
日
本
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
皆
生
大
会
の
バ
イ
ク

コ
ー
ス
な
ど
は
、
う
み
な
み
ロ
ー
ド
の

ル
ー
ト
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
Ｎ

Ｃ
Ｒ
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
波
及

効
果
は
大
き
い
と
考
え
る
。
う
み
な
み

ロ
ー
ド
を
目
的
に
訪
れ
た
サ
イ
ク
リ
ス

ト
に
対
し
、
本
町
は
里
山
の
魅
力
を
生

か
し
た
コ
ー
ス
を
オ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ト

と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
で
町
に
来
訪
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
周
辺
の
自
治
体

や
商
工
会
連
合
会
等
と
連
携
し
な
が
ら

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

町
で
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画

を
策
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
町
村
に
お
い
て
は
、
国
及
び

県
の
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を

勘
案
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
自

転
車
の
活
用
推
進
に
関
す
る
施
策
を
定

め
た
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
努
力
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
町
と
し

て
、
自
転
車
の
活
用
推
進
を
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
か
、
策
定
す

る
上
で
の
メ
リ
ッ
ト
等
の
観
点
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
少
し
時
間
を
か
け
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

背
景

仲
田

町
長

仲
田

仲
田

町
長

仲
田

町
長

町
長

会
見
地
区
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｑ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
再
開
は
可
能
か

Ａ 
可
能
だ
が
予
定
は
な
い

農
業
者
支
援

Ｑ 

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
は

Ａ 

初
期
投
資
に
対
し
て
一
定
の
応
援
を
考
え
る

加藤　学 議員
かとう  まなぶ

使用していないお風呂 いこトレ

イチゴ栽培研修用ビニールハウス

12
月
議
会
で
会
見
地
区
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
な
く
な
っ
た
こ
と

で
新
た
に
事
業
者
を
公
募
す
る
こ
と
を

求
め
た
。
町
長
の
回
答
は
「
現
在
、
話

合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
て
そ
の
結
論
を

待
つ
」
だ
っ
た
が
、
結
論
は
出
た
か
。

４
月
以
降
、
ス
ポ
ｎ
ｅ
ｔ
な
ん

ぶ
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
活

用
し
た
健
康
増
進
事
業
「
い
こ
ト
レ
」

を
拡
充
す
る
。
手
間
と
賀
野
の
振
興
協

議
会
で
誰
も
が
利
用
で
き
る
集
い
の
場

を
検
討
し
て
い
る
。

特
殊
な
お
風
呂
が
あ
っ
た
ス

ペ
ー
ス
は
ど
う
な
る
の
か
。

お
風
呂
の
あ
っ
た
ス
ペ
ー
ス
の

活
用
は
な
い
。

も
う
一
度
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
よ
う
と
思
え
ば
可
能

か
。

機
能
的
に
は
可
能
だ
が
、
再
開

す
る
予
定
は
な
い
。

今
年
は
果
樹
農
家
に
対
す
る
支

援
は
何
が
中
心
に
な
る
の
か
。

鳥
取
県
梨
生
産
振
興
事
業
、

柿
・
ブ
ド
ウ
等
生
産
振
興
事
業

を
中
心
に
町
補
助
金
も
加
算
し
て
果
樹

振
興
を
継
続
す
る
。

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想
の
進
捗

状
況
は
。

五
色
ケ
丘
果
樹
団
地
再
生
事
業

と
県
事
業
を
活
用
し
て
、
果
樹

と
施
設
園
芸
の
新
規
参
入
者
の
促
進
と

研
修
拠
点
施
設
の
整
備
に
着
手
し
て
い

る
。

五
色
ケ
丘
の
新
規
参
入
者
の
研

修
は
始
ま
っ
て
い
る
か
。

も
う
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。

新
規
参
入
者
に
対
し
て
、
完
全

に
独
立
で
き
る
ま
で
支
援
を
す

る
の
か
。未

収
益
期
間
の
フ
ォ
ロ
ー
と
い

う
形
で
収
益
が
上
が
る
ま
で
は

町
と
し
て
責
任
を
も
っ
て
や
っ
て
い

く
。

イ
チ
ゴ
栽
培
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
初

期
投
資
に
大
変
お
金
が
か
か
る
。
イ
チ

ゴ
農
家
の
支
援
を
南
部
町
は
ど
こ
ま
で

考
え
て
い
る
の
か
。

初
期
投
資
に
対
し
て
一
定
の
応

援
を
考
え
て
い
る
。

加
藤

加
藤

町
長

町
長

加
藤

町
長

加
藤

町
長

加
藤

町
長

加
藤

加
藤

町
長

加
藤

町
長

町
長

動画が見られます
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農
業
対
策
及
び
農
家
支
援

Ｑ 

町
事
業
の
活
用
で
農
地
の
利
用
促
進
は

Ａ 

農
業
者
を
総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
効
果
的
だ

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

町
は
国
や
県
の
補
助
事
業
を

使
っ
て
農
業
施
策
を
進
め
て
い

る
が
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
の
中
で

町
が
実
施
す
る
農
家
へ
の
具
体
的
な
支

援
策
は
何
か
を
問
う
。

農
家
へ
の
具
体
的
な
支
援
策

は
、
農
地
の
保
全
に
対
し
て

は
、
中
山
間
地
直
接
支
払
い
や
多
面
的

機
能
支
払
い
制
度
の
活
用
、
有
害
鳥
獣

対
策
な
ど
、
個
人
で
は
困
難
な
課
題
に

対
し
て
も
、
組
織
的
な
取
り
組
み
を
地

域
で
す
す
め
る
こ
と
で
、
農
業
政
策
だ

け
で
な
く
、
地
域
振
興
、
集
落
機
能
の

維
持
継
続
が
図
ら
れ
る
。

農
家
へ
の
営
農
指
導
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
現
状
を
問
う
。

営
農
指
導
に
つ
い
て
は
、
出
荷

団
体
で
あ
る
J
A
西
部
に
関
連

し
た
作
物
別
の
生
産
部
や
農
業
改
良
普

及
所
、
専
門
機
関
が
主
体
と
な
り
進
め

て
い
る
。
町
は
、
生
産
現
場
の
声
を
聞

き
な
が
ら
課
題
を
共
有
し
、
連
携
し
て

生
産
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
支

援
す
る
。

汗
か
く
農
業
者
支
援
事
業
等
の

町
の
事
業
を
活
用
し
た
農
地
の

利
用
促
進
に
つ
い
て
、
ま
た
町
の
補
助

事
業
対
象
の
拡
大
や
改
良
が
出
来
な
い

か
。
例
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
ド

ロ
ー
ン
、
Ｉ
Ｔ
化
の
導
入
な
ど
に
つ
い

て
問
う
。国

や
県
で
は
、
補
助
事
業
を
活

用
し
、
機
械
導
入
す
る
場
合
に

は
、
機
械
の
規
格
や
機
能
に
見
合
っ
た

経
営
規
模
と
耐
用
年
数
に
応
じ
た
経
営

の
持
続
性
や
発
展
性
が
求
め
ら
れ
、
事

業
を
実
施
し
た
上
で
は
、
そ
の
効
果
も

厳
正
に
評
価
さ
れ
る
。
町
独
自
の
補
助

事
業
も
同
様
の
成
果
は
必
要
で
あ
り
、

単
に
個
別
農
家
へ
の
機
械
導
入
経
費
に

対
す
る
支
援
で
は
、
農
地
の
利
用
促
進

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
国
や
県
、
そ
の

他
出
荷
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
農

業
者
を
総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
、

よ
り
効
果
的
で
あ
る
。

農
家
が
ソ
バ
や
大
豆
の
刈
り
取

り
作
業
で
困
っ
て
い
る
と
き
に

頼
れ
る
組
織
、
団
体
に
つ
い
て
、
普
段

か
ら
町
が
調
整
し
、
組
織
の
充
実
化
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

町
は
、
こ
れ
ま
で
も
受
託
作
業

を
請
け
負
う
担
い
手
の
機
械
基

盤
等
の
強
化
に
対
し
、
継
続
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
生
産
者
も
、
出
荷
先

や
地
域
の
担
い
手
、
農
村
振
興
公
社
な

ど
生
産
に
直
接
関
係
す
る
機
関
や
農
業

者
と
連
携
し
て
、
情
報
共
有
を
お
願
い

し
た
い
。

荊
尾

荊
尾

町
長

荊
尾

荊
尾

町
長

町
長

町
長

統
合
保
育
所
整
備
事
業

Ｑ 

総
額
18
億
円
は
ほ
ど
が
悪
い
　
見
直
す
べ
き
　

Ａ 
大
き
な
金
だ
が
ご
理
解
を

民
間
移
管
・
無
償
貸
与

Ｑ 

町
行
政
の
公
平
性
が
保
た
れ
て
い
る
の
か

Ａ 

な
ん
ら
問
題
な
い

真壁容子 議員
まかべ  ようこ

新
保
育
所
の
総
事
業
費
が
18
億

１
６
０
０
万
円
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
10
年
経
過
し
た
が
す
み
れ
こ

ど
も
園
事
業
費
の
約
３
倍
だ
。
終
わ
り

の
見
え
な
い
物
価
高
騰
に
町
民
は
不
安

を
抱
い
て
い
る
。
人
口
減
を
ふ
ま
え
、

公
共
料
金
の
見
直
し
も
必
要
だ
と
町
長

は
発
言
し
て
い
る
。

　
新
保
育
所
に
18
億
円
超
を
使
う
こ
と

を
町
民
が
納
得
す
る
と
は
思
え
な
い
。

18
億
１
６
０
０
万
円
の
う
ち
起
債
（
借

金
）
は
い
く
ら
か
。

16
億
８
７
４
０
万
円
だ
。

約
９
割
が
起
債
だ
。
返
済
計
画

は
。

20
年
償
還
で
利
息
を
含
め
約
19

億
９
９
２
９
万
円
と
な
る
。
そ

の
う
ち
、
交
付
税
措
置
が
約
12
億
円
、

町
一
般
財
源
が
約
７
億
９
６
１
７
万
円
だ
。

す
み
れ
こ
ど
も
園
と
同
じ
定
員

１
２
０
人
の
規
模
で
18
億
円
と

は
ほ
ど
が
悪
い
。
見
直
す
べ
き
だ
。

減
ら
す
べ
き
と
こ
ろ
は
減
ら
し

た
い
。
地
域
の
発
展
も
含
め
て

大
き
な
金
だ
が
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

伯
耆
の
国
へ
の
民
間
移
管
・
無

償
貸
与
で
町
行
政
の
公
平
性
が

保
た
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

児
童
福
祉
法
に
沿
っ
た
も
の
で

何
ら
問
題
は
な
い
。
町
民
の
福

祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

民
間
で
運
営
費
の
負
担
軽
減
と

い
う
が
本
当
か
。

民
間
保
育
所
の
運
営
費
は
公
定

価
格
に
よ
る
施
設
給
付
費
で
運

営
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
よ
り
町
の
負
担

が
減
る
と
考
え
て
い
る
。

公
定
価
格
だ
け
で
は
現
行
の
運

営
費
が
足
り
て
い
な
い
。
町
の

持
ち
出
し
が
あ
る
。
民
間
移
管
は
町
の

お
金
が
少
な
く
て
済
む
と
い
う
問
題
で

は
な
い
。
民
間
移
管
・
無
償
貸
与
は
や

め
る
べ
き
だ
。

運
営
費
が
安
上
が
り
で
す
む
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
運
営
費

が
、
目
に
見
え
な
い
交
付
税
で
わ
か
ら

な
い
点
が
明
ら
か
に
数
字
に
出
る
と
い

う
こ
と
だ
。
そ
の
う
え
で
、
民
間
に

な
っ
た
た
め
に
運
営
が
厳
し
く
な
れ

ば
、
町
で
応
援
で
き
る
と
こ
ろ
は
応
援

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。

真
壁

真
壁

町
長

真
壁

町
長

町
長

真
壁

町
長

真
壁

町
長

町
長

真
壁

動画が見られます

つくし保育園
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令
和
７
年
３
月
議
会
を
終
え
て

南
部
町
議
会
議
長

　景
山

　浩

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
各
特
別

会
計
当
初
予
算
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
、
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
、
多
数
の
重
要
案
件
が
提
案
、

審
議
さ
れ
た
令
和
７
年
度
３
月
議
会
が
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
新
年
度
当
初
予
算
に
は
統
合
保
育
所

整
備
事
業
の
12
億
８
千
万
円
余
り
が
計
上
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
初
め
て
92
億
円
を
上
回
る
超
大
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
へ
の
必
要
な
投
資
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
今

の
物
価
高
騰
に
よ
る
建
設
費
の
増
加
に
は
た
だ
た

だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
我
々
南
部
町
議
会
で
は
新
年
度
、
議
員

が
町
内
の
全
集
落
を
く
ま
な
く
訪
問
し
て
皆
様
の

町
政
や
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
を
う
か
が
う
懇
談

会
の
実
施
や
、
議
員
の
な
り
手
不
足
に
端
を
発
し

た
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
問
題
の
調
査
研
究
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
の
制
定
の
三
つ
を
活
動
の

柱
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
町
民
皆
様
に
は
懇
談
会

に
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
頂
戴

い
た
し
た
く
、
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
よ
り
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
た
各
種
問
題
が
、
す
で
に
現
実
の
も
の
と

な
り
始
め
て
い
ま
す
。
顕
在
化
し
た
各
種
問
題
へ

の
対
処
だ
け
で
は
、
い
ず
れ
南
部
町
は
人
口
減
少

と
い
う
大
き
な
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
原
因
そ
の
も
の
へ
の
対
応
策
を
議

会
と
し
て
も
探
っ
て
い
か
ね
ば
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

令和７年度 町政への要望に対する町の回答

２．農業対策
イネカメムシ対策は今年も引き続き求める。梨柿など果実は町独自の財源を投入した施策を求める。
国・県の事業を活用していく。

農業機械購入補助を新たに町単独で行い、耕作放棄地の解消を求める。
現在の町の事業だけで対応する。

Q
A
Q
A

３．緑水湖周辺の公共施設の整備
将来の構想を早急に示すこと。　 「緑水湖周辺活用委員会」を開催し、構想を作る。

湖面利用（貸しボート）問題の早期解決を求める。　 廃止する方針。

Q A

Q A

４．町道対策
小学校の通学路の除雪対策を求める。　 予算や人的資源の限りがあり対応は難しい。

県道や集落間の草刈り作業など道路維持の対応を求める。 予算や人的資源の限りがあり対応は難しい。

Q A

Q A

５．デジタル推進の対応
ホームページの管理、ＳＮＳによる情報発信について統一したルールの確立を求める。
令和６年度中に確立する。

Q
A

１．人口減少対策、少子化対策
具体的な目標（数値）を掲げて、それを達成するために検討、実施することを求める。
第３期子ども・子育て支援計画は個別事業ごとに目標値を掲げている。進捗管理は子ども・子育

　　て会議で点検評価を行い進めていく。

Q
A

総務経済常任委員会の報告総務経済常任委員会の報告 ６．子どもの教育機会の均等
進学奨励金支給事業の対象者の拡大と支給額の増額を求める。
大学生の支給額を月9,000円から10,000円に増額する。

町独自の奨学金制度の創設を求める。
庁内関係各課と連携して検討する。

Q
A
Q
A

11．健康対策
ピロリ菌検査の対象の引き下げを求める。
令和８年度実施に向け関係機関と調整を行う。

眼底検査の実施を求める。
公費で検査実施を行う予定はない。

聴力検査の実施を求める。
公費で検査実施を行う予定はない。

西伯病院へ人工透析の機器を設置することを求める。
当院に人工透析装置を整備する考えはない。

Q
A
Q
A
Q
A
Q
A

８．保育園の運営
クオリティーの高い保育を求める。
毎月、幼児教育保育専門員を加え園長会を実施し、質の高い保育に取り組んでいる。

保育士の待遇改善、公民の格差の是正を求める。
国の動向を踏まえながら協議していく。

新園建設にあたって住民に周知することを求める。
住民説明会を開催するほか、広報なんぶなどを使って町民に周知を行う。

Q
A
Q
A
Q
A

９．環境対策の抜本的な充実
二酸化炭素排出抑制や防災に繋がる備品の購入の補助を求める。
国の制度を確認して協議をしていく。

Q
A

10．給食費の負担軽減
給食費の無償化を求める。
国会へ提出されている給食を無償化する法案の動向を注視する。

Q
A

７．人権対策の更なる強化
ジェンダー格差の解消に向け、あらゆる差別解消のため行政施策の充実を求める。
人権意識調査を実施し、成果と課題をまとめる。

Q
A

民生教育常任委員会の報告民生教育常任委員会の報告



　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
か
ら
紙

面
サ
イ
ズ
が
Ａ
４
に
か
わ
り
ま

す
。
町
民
の
方
か
ら
の
要
望
も

あ
り
変
更
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
文
字
数
が
変
わ

り
特
に
一
般
質
問
の
様
式
を
変

更
し
ま
し
た
。
極
力
写
真
な
ど

を
入
れ
て
よ
り
読
み
や
す
く
な

る
よ
う
に
し
て
み
ま
し
た
。
紙

面
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
と

思
い
ま
す
が
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

「
鳥
取
南
部
町
議
会
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
で
全
貌
が
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
現
在
、
広
報
常
任
委
員

で
議
会
だ
よ
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
て
い
ま
す
。
途
中
で
す

が
、
若
い
世
代
に
は
「
見
に
く

い
」
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
、

見
て
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り

を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　      

（
﨏
田
）

あ
と
が
き

広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　
　
　﨏
田

　光
雄

　副
委
員
長

　
　
　加
藤

　
　学

　委

　員

　
　
　
　景
山

　
　浩

　
　
　
　
　
　
　
　板
井

　
　隆

　
　
　
　
　
　
　
　白
川

　立
真

　

　
　
　
　
　
　
　
　長
束

　博
信

　
　
　
　
　
　
　
　井
原

　啓
明

　
　
　
　
　
　
　
　秋
田
佐
紀
子

挑戦者たち VOL.11

利用者の方と雇用契約でつながる就労継
続支援A型事業所です。
　私が看護師をしていた頃、一定の障がいを
もった方の働ける環境が少ないことに悩んで
いました。ある時、仲間であり芸人ほのまる
の向井さんと「たのしく、行ってみたくなる
事業所つくらいや」となりました。将来は農
業など新たな分野を開拓し利用者さんの時給
をもっともっと上げていきたいです。

「アローズ」とはどんな事業所ですかQ

A

▲焼きたてのスコーン

特徴はなんといっても「外はサクサク、
中はしっとり」大山乳業・白バラ生クリーム
のみで生地を練り上げています。
　レシピは　  ですけどね。みんなでアイデア
を出し合い定期的に新商品を作っています。

アローズ・スコーンの特徴はなんですかQ

A

「Arrows」スコーンショップ
アローズ

秘

　みんなで協力しお互いを思いやりながら、
スコーンが出来上がる瞬間が一番楽しいです。
また、お客さんから「美味しかったよ。また
お願いね」と言われるときは感無量です。
ジーンときます。
　この事業所に通うように
なってから生活リズムがで
き、エプロンつけたらやる
気スイッチが入ります。み
んなで心を込めてつくって
いますので、どうぞ皆様、
おひとつどうぞ。

利用者さんの声

スコーンショップ　Arrows one

TEL  0859-57-2627
（就労継続支援A型事業所アローズ）

代表へ インタビュー

住　　所／南部町天萬328-1（ローソン会見店隣）
営業時間／11：00～14：30（日祝休み）

廣瀬 豪 さん
ごうひろせ

NPO法人ぴーす
副理事長


